
令和６年度第４回朝霞市地域公共交通協議会 

 

次 第 

 

 

開催日時：令和６年１２月１８日（水） 

                        午前１０時００分～ 

場  所：朝霞市民会館「ゆめぱれす」 

       リハーサル室 

 

 

１ 開会                          

２ 議題 

（１）市内循環バス「内間木線」について            〔資料１〕 

（２）運賃部会の設置について                〔資料２〕 

 

３ 報告事項 

（１）公共交通空白地区における取組状況について       〔資料３〕 

 

４ その他 

 

５ 閉会                





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考



わくわく号（内間木線）の一般乗合旅客自動車運送事業に

係る移動円滑化基準適用除外申請について

令和６年１２月１８日

昭和交通株式会社



目次

１　移動円滑化基準適用除外とは・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ページ

２　移動円滑化基準適用除外申請理由・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ページ

３　移動円滑化基準適用除外申請車両・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ページ

４　狭隘道路における主な運行箇所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ページ

５　移動円滑化基準適用認定除外申請に関する条項及び内容・・・・・・・・・・６ページ

1



１ 移動円滑化基準適用除外とは

2

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（平成 18 年法

律第 91 号。以下「バリアフリー法」という。）では、 車両の新規導入の際には公

共交通移動等円滑化基準（平成 18 年国土交通省令第 111 号。以下「移

動円滑化基準」という。）に適合した車両（車いす対応等）の導入を義務付け

ている。

　しかし、道路や地形上の問題等により、移動円滑化基準を満たすことが困難

である場合、乗車定員が２３人乗り以下であって車両総重量５トン以下の自

動車については、地方運輸局に申請し認定を受けることで、移動円滑化基準

の一部が適用除外となる。



２ 移動円滑化基準適用除外申請理由

　朝霞市内循環バス「わくわく号」（内間木線）の一般乗合旅客自動車運送事業につ

いては、交通空白地帯を含む居住地から周辺の生活利便施設等への生活交通とし

ての運行を予定しており、一部の路線においては小型車両でなければ運行ができない

狭隘道路を走行するため、小型車両の導入が必要となっている。

　このため、導入予定である小型車両に関し、狭隘道路における運行の安全性及び

乗車定員の確保等を図るため、移動円滑化基準第４３条の規定に基づく適用除外

認定を申請するものである。
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３ 移動円滑化基準適用除外申請車両

（１）車両名称　トヨタ ハイエース

（２）車両型式　ＣＢＡ－ＴＲＨ２２４Ｗ

（３）車両台数　①常用車両：１台　②予備車両：１台

（４）車両仕様
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①常用車 ②予備車

定員 １０名（乗務員含む） １０名（乗務員含む）

総重量 ２，６００ｋｇ ２，６００ｋｇ

全長／全幅／全高 538cm／188cm／228cm 538cm／188cm／228cm

備考 車いす非対応 車いす非対応



４ 狭隘道路における主な運行箇所

①Ｕ２１丸沼～Ｕ２２内間木苑～Ｕ２３内間木公園

　　

②Ｕ１６重瀬～Ｕ１７中通～Ｕ１８後通り
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５ 移動円滑化基準適用認定除外申請に関する条項及び内容

6

条項 基準 装備 影響等

第39条第1号

（車いす用手すり）

要設置 非設置

車いす用手すりを設置する場合、１座席撤去する必
要が生じ乗車定数が減少するため、乗客の利用に支
障を来たす恐れがある。また、安全面においては、車
両内の座席等他に掴むものがあるため、それを設置し
なくとも支障はない。

第39条第7条

（車いすスペース）
要設置 非設置

運行時において乗車を希望する車いす利用者等がい
た場合、一般乗用旅客自動車運送事業による振替
輸送等の措置を講じることとする。

条項 基準 装備 影響等

第37条第2項第2号
（車いす条項円滑化設備）

要設置 非設置

予備車について、常用車が車検等により運行
できない場合に一時的に利用するものである。
予備車運行時において、乗車を希望する車い
す利用者等がいた場合には、一般乗用旅客
自動車運送事業による振替輸送等の措置を
講じることとする。

第39条
（車いすスペース）

第40条
（通路幅・手すり）

第41条
（運行情報提供装備）

①
　
常
　
用
　
車

➁
　
予
　
備
　
車





  

※特別乗車証（市内在住の障害者手帳所持者が発行可）所持者は無料。 

 

 

■近隣市のコミュニティバス運賃 

 和光市 新座市 富士見市 

運 賃 １８０円 １８０円 ２００円 

路線数 ５路線 ４路線 ７路線 

※小児運賃、障害者運賃は各市ともに半額 

■市内の路線バス運賃 

 国際興業㈱ 東武バスウエスト㈱ 西武バス㈱ 

初乗り 

運賃 
２００円 ２００円 １８０円 

■ねぎし号・ひざおり号運賃 

 大人 小児 

基本運賃（障害者運賃） ２００円（１００円） 1００円（50円） 

 

種別 
現在 

（４路線共通） 
令和７年４月～（案） 

基本運賃（大人/小児） １８０円/９０円 １８０円/９０円 

障害者運賃（大人/小児） ９０円/５０円 ９０円/５０円 

参考資料 

市内循環バス「内間木線」の運賃 

資料２ 

 



No. 出欠 部会長 団体名 委員

1 朝霞市 村沢　敏美

2 昭和交通株式会社 野口　健

3 関東運輸局埼玉支局 高木　純子

4 上内間木町内会 髙橋　浪治

5 下内間木町内会 伊藤　英明

市町村の長（又は知事）が住民の意見を代表する者として
指名する者

市町村又は都道府県

運賃部会（内間木線）

備　　　考　　（構　成　等）

当該一般乗合旅客自動車運送事業者

地方運輸局長



 

 

 

（１）ねぎし号・ひざおり号 運行概要 

 
運行期間：令和６年１２月２日（月）～令和７年１１月２９日（土） 

運 行 日：ねぎし号（火・木・土） ひざおり号（月・水・金） 

運行便数：ねぎし号２７便／日（朝霞駅東口行き１４便・コートエスペランサ行き１３便） 

        ：ひざおり号１８便／日（北朝霞駅前行き９便・西朝霞公民館南行き９便） 

 

（２）ねぎし号・ひざおり号 運行実績 

 
※開始から１週間（令和６年１２月２日（月）～令和６年１２月７日（土））の速報値 

 

■ねぎし号利用者数：６８人（２７便×３日） 

 １日の平均利用者数：２２．７人              １便あたりの利用者数：０．８４人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ひざおり号利用者数：８６人（１８便×３日） 

 １日の平均利用者数：２８．７人              １便あたりの利用者数：１．５９人 

 

資料３ 

 
公共交通空白地区における取組状況について 

乗車人員数 運行便数 １便あたりの乗車人数

12月2日 月 19 18 1.06

12月4日 水 28 18 1.56

12月6日 金 39 18 2.17

86 54 1.59合計

運行日

乗車人員数 運行便数 １便あたりの乗車人数

12月3日 火 24 27 0.89

12月5日 木 13 27 0.48

12月7日 土 31 27 1.15

68 81 0.84合計

運行日



（定数）

（３５人）

委員の氏名 職

久保田　尚 会長

松尾　哲 副会長

福川　鷹子

黒川　滋

櫻井　正樹

大瀧　一彦

濵　浩一

川幡　嘉文

小瀧　正和

山科　和仁

秦野　凌

松本　章宏

野口　健 昭和交通株式会社

小松　良行

関根　肇

稲生　米蔵

松戸　光男

浪江　泰永

高木　純子

島根　淳

強矢 　賢

村上　崇

深澤　朋和

髙橋　浪治

伊藤　英明 下内間木町内会

庄司　俊一

金子　睦男

星野　隆

小寺　義弘

渡辺　淳史

獅子倉　康治

金子　八郎

大塚　進

高野　正芳

須藤　智郎 公募市民

特　記　事　項

　※事務局・担当　　　都市建設部　まちづくり推進課　交通政策係

　※会議の公開状況　　原則公開

  ※次回改選　　　　　令和７年７月予定

膝折町内会

朝霞市社会福祉協議会

朝霞市シニアクラブ連合会

公募市民

公募市民

公募市民

朝霞警察署　交通課

朝霞市　道路整備課

上内間木町内会

宮戸町内会

東南部町内会

溝沼第一町内会

埼玉県乗用自動車協会

朝霞・志木地区タクシー協議会

東武バス労働組合

関東運輸局埼玉支局

埼玉県　企画財政部交通政策課

埼玉県朝霞県土整備事務所

東武鉄道株式会社

東武バスウエスト株式会社

西武バス株式会社

国際興業株式会社

シナネンモビリティＰＬＵＳ株式会社

埼玉県バス協会

建設常任委員会

建設常任委員会

朝霞市　市長公室

朝霞市　市民環境部

朝霞市　福祉部

東日本旅客鉄道株式会社

附属機関の委員名簿（令和６年１２月１８日現在）

名　称

朝霞市地域公共交通協議会

備考（構成等）

国立大学法人埼玉大学大学院

朝霞市自治会連合会

資料４


